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巻 頭 言

社会とOB・OGに開かれた川崎学園
川崎医科大学 学長　福永 仁夫　

　国公私立のすべての大学等は、定期的に文部科学大臣の
認証を受けた評価機関による認証評価を受けることが、定め
られています。その目的は、
　　⑴　大学等の質を保証し
　　⑵　社会による評価を受け
　　⑶　自ら改善すること　　です。
　これらのうち、社会による評価は重要で、川崎学園は、社
会に開かれた学園を目指しています。学園祭のほか、オープ
ンキャンパスや市民公開講座などがあります。「かわさき夏
の子ども体験教室」※１は、2009年から毎年開催されており、

小中学生を対象として医療・福祉に携わる喜びを体験する
ものです。保護者も一緒に多数の皆さんが参加されます。
　川崎医科大学の使命の一つは、病気の原因を解明し、予防
法・治療法を開発することです。そこで、昨年から、最先端
の研究の状況を市民の皆さんに分かりやすく説明する、特別
推進研究の成果報告の市民公開講座※２を行っております。
　予想以上に多くの市民の方々が出席され、熱心に聴講され
ました。終了後には、「研究者と話そう（Meet the Researcher）」
の時間を設け、多くの質問を受けました。病気・医学・医療
についての皆さんの関心は高く、しかも高いレベルの知識
をお持ちで感心しました。
　KAWASAKI CLUBの皆様方には、是非学園の諸行事に御
参加くださればと存じます。
　医科大学の裏の「ふるさとの森」は、地方から入学して
来る学生のために、出身地の県木や県花が植栽されている
ことは、御承知のことと思います。このたび、患者さんの
利便性を考慮して整備され、併せて休憩用の「あずまや

（四阿）」が建設されました。学園を訪問される際には是非
お立ち寄りの上、四季折々に移り変わる草木を御覧くださ
いますよう、御案内いたします。

　　※注１：�詳細を学園ホームページでご覧いただけます。
　　※注２：�市民公開講座「疾病制圧に向けた大学の挑戦」を、10月

13日㈰に開催します。詳細はP 8 をご覧ください。
山陽新聞 8 月 5 日　MEDICA 医のちから　掲載

　「岡山医療ガイド」は山陽新聞ホームページに開設されてお
り、両附属病院のページでは、病院長や診療科部長が専門領
域について解説する動画もご覧いただけます。また、山陽新
聞に掲載された医療に関する記事やイベント情報が最新のも
のから2005年頃のものまで閲覧できます。
　 4 月以降に掲載されたものをご紹介します。（敬称略）
附属病院：�「院長室から」園尾。「診察室から」永井、木村、

中田。「MEDICA 医のちから」桐生、原田、福永。
附属川崎病�院：「院長室から」角田。「診察室から」猶本、沖本、

中野、秋定、河本、堀尾、瀧川、阿部、石原。
　これからも日々更新されます。ぜひご覧ください。

病院長・診療科部長が�
� 動画で登場！

川崎学園祭を10月12・13日に開催します。統一テーマに寄せる熱い思い、理事長、学長、学院長からのメッセージをホームページに掲載しています。
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川崎医科大学附属病院、川崎医療短期大学、川崎リハビリテーション学院が

開設・開学40年を迎えました
　これら施設開設の構想は、学園創設者 川﨑祐宣先生が昭和
45年に医科大学を開学するその 2 年前の昭和43年の年頭挨
拶で明確に述べられており、「川崎学園」構想段階のグランド
デザインに既にはっきりと描かれていました。
　『川崎学園創立10年誌』には、「創立準備期の記録を調べ」
として、次のように書かれています。
　　� 　　

○附属病院の性格
　新たな大学の附属病院は、そこで医学生が原体験ともい
うべき純粋な実習をさせるところであって、その開設や運
営についてユニークなものにしなければならない。
　先ず、患者本位の居住性の高い快適な施設設備を整えた
い。もとより高度の診療や研究をなし得るような施設設備
をもつくりたい。
　何よりも大切なことは、患者を人間として尊重し、病院
の各係各機能を集中して医療に尽くし、患者の信頼に応え
るような病院をつくりたい。

　患者を大学附属病院の立場から選別したり、医学研究の
資料だけからみたり、専門科の占有物として取扱うような、
従来の弊風は厳しく排したいと考える。
　また、地域社会の医療センター・社会に開かれた病院と
して、さまざまな施設設備を調えたい。
　患者のための病院、社会のための病院こそ、医学教育の
場にふさわしい病院であると考えたい。

○パラメディカルコース※の設置
　近代医療は、医師とこれを補助する専門技術者の総合的
な活動によってのみ成立するようになった。良医の養成と
同一の趣旨により、同一の学内にこれらの専門技術者養成
施設を設けることは、意義深く価値あることと考える。先
ず看護婦、次に臨床検査技師・放射線技師・医療事務職員
養成のため医療短期大学を設置し、逐次その内容を拡大し
てゆく。

○リハビリテーション学院の設置
　肢体不自由・脳卒中・心臓疾患その他慢性諸病の後治療
技術者養成のため、リハビリテーション施設を開く。交通
災害・産業災害・老人病等の多発する時代の社会的要求と
して設置の必要がある。

（以上、原文のまま）※後にコメディカルが通称となる

　　� 　　

　現在、医療短期大学は13,685名、リハビリテーション学
院は1,725名の卒業生を輩出し、全国で活躍しています。
　そして附属病院は、高度医療を提供する「特定機能病院」、

「地域がん診療連携拠点病院」、「災害拠点病院」等として、約
400名の医師、約900名の看護職員、約500名のメディカル
スタッフが、1 日約1,800人の外来患者さんや約700人の入院
患者さんの診療を行うまでに発展しました。「医療は患者の
ためにある」という理念のもと、日夜懸命に医療活動を行って
います。

　医療短期大学の建物は川崎学園の施設として一番最初に建設されたもので、
落成の昭和45年から2年間は医科大学の校舎および寮として使われた。
　校地は、岡山県が岡山歯科大学設立のために購入したものであったが、三木
知事の急逝により歯科大学の設立が中止となり、川崎学園に医科大学建設用と
して譲渡された。

建設前の敷地の遠景

川﨑祐宣記念講堂

川崎医療福祉大学

川崎医療短期大学

川崎医科大学

高度救命救急センター

川崎医科大学附属病院

川崎リハビリテーション学院

現代医学教育博物館
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学会・研究会名 開　催　日 会　　　場 代　　表　　者

第13回 日本クリニカルパス学会 学術集会 H24.12/7・8 岡山コンベンションセンター 他 会　長：若宮俊司（川崎医科大学 眼科学講師）
実行委員長：平井敏弘（川崎医科大学 消化器外科学教授）

第25回 日本バイオセラピィ学会 H24.12/13・14 倉敷市芸文館 会　長：山口佳之（川崎医科大学 臨床腫瘍学教授）

第31回 日本耳鼻咽喉科 免疫アレルギー学会 H25.2/7～9 倉敷市芸文館 会　長：原田　保（川崎医科大学 耳鼻咽喉科学教授）

第 2 回 日韓ニューロリハビリテーション・カンファランス H25.2/16 岡山コンベンションセンター 大会長：椿原彰夫（川崎医科大学 リハビリテーション医学教授）

第 4 回 日本ニューロリハビリテーション学会学術集会 H25.2/17 岡山コンベンションセンター 大会長：椿原彰夫（川崎医科大学 リハビリテーション医学教授）

第54回 日本臨床ウイルス学会 H25.6/8・9 倉敷市芸文館 会　長：寺田喜平（川崎医科大学 小児科学教授）

第33回 日本静脈学会総会 H25.6/28・29 倉敷市芸文館 会　長：種本和雄（川崎医科大学 心臓血管外科学教授）

日本医療秘書実務学会 第 4 回全国大会 H25.8/24・25 川崎医療福祉大学 会　長：中村健壽（川崎医療福祉大学 医療秘書学科特任教授）

第19回 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会 H25.9/22・23 川崎医療福祉大学 会　長：石井雅之（川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科教授）

日本実験動物技術者協会 第47回 総会 H25.9/27・28 川﨑祐宣記念講堂 他 実行委員長：小郷　哲（川崎医科大学 医用生物センター）

平成25年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会 H25.10/3～5 岡山コンベンションセンター 会　長：大熊誠太郎（川崎医科大学 薬理学教授）

第25回 日本在宅医療学会学術集会 H26.5/24・25 倉敷アイビースクエア 他 会　長：山口佳之（川崎医科大学 臨床腫瘍学教授）

第84回 日本衛生学会 H26.5/25～27 岡山コンベンションセンター 学会長：大槻剛巳（川崎医科大学 衛生学教授）

日本家族看護学会 第21回 学術集会 H26.8/9 ・10 川崎医療福祉大学 学会長：津島ひろ江（川崎医療福祉大学 保健看護学科特任教授）

第55回 日本脈管学会総会 H26.10/30～11/1 倉敷市芸文館 会　長：種本和雄（川崎医科大学 心臓血管外科学教授）

本学園の教職員が 会長・実行委員長を務めます

川崎医療福祉学会 設立20周年記念

『医療福祉を考える』
　写真は、「川崎医療福祉学会設立20
周年記念プロジェクト」の活動の記録
をまとめた総集編として、今年 3 月に
刊行された冊子『医療福祉を考える』

（356頁）の表紙です。このプロジェクト
は、平成19年にスタートしました。
　このプロジェクトの経緯について
は、『医療福祉を考える』に次のように
述べられています。

　　� 　　
　「医療福祉」という語は、社会において一般化された用語で
はない。また学問の世界においても法律用語からみても共通
の定義されたものではない。したがって、「医療福祉」の概念
も同様に国民に共通する一つの概念ではない。
　こうした状況の中、今から20年少し前の平成 3年 4月に全
国で初めて「医療福祉」を大学の名に冠した大学が誕生した。
川崎医療福祉大学である。その後全国でいくつか「医療福祉」
を大学名に取り込んだ大学ができてきたが、それらにおいて
も「医療福祉」の概念を明確にしたものは見当たらない。
� （序論『プロジェクトの目的、実施経過』大田　晋）

　来る川崎医療福祉学会設立20年（同時に川崎医療福祉大学
創立20年）を見据え、それまでにもう一度「医療福祉を考え
る」ことに少し時間をかけてじっくり考えてみるプロジェク
トを発足させようという構想が学会運営委員会で持ち上がり
ました。今から 6年あまり前のことでした。プロジェクトの
内容としては、「医療福祉を考える」という大きなテーマのも
とに 5年間にわたる論文特集号を刊行すること、それと並行
して、同じテーマにおいて毎年シンポジウムを開催するとい
うものでした。
�（『医療福祉を考える』総集編の刊行に当たって　梶谷文彦）
　　� 　　

　また、この記念誌の刊行と今年 6 月19日の学術大会開催
にあわせて、このプロジェクトの結晶であるともいえる「医
療福祉」の定義が明文化されました。

「医療福祉」とは、（理念）
　人間尊厳の確立を究極の目的とし、医学・社会・文
化の統合的視点から人を理解し、健康・安心・自立
の実現のために実践すること。

「医療福祉学」とは、
　　医療福祉の理念を実現するための総合学である。

「医療福祉人」とは、
　�　医療福祉の理念を実践する感性と能力を有する専門
職である。

【説　明】
　「医療福祉」という言葉は、川﨑祐宣が医療の実践活動の中で初
めて使用したものと言われる。その「医療福祉」は、川崎医療福
祉大学において大学名としてわが国で最初に用いられた。
　今日、「医療福祉」を学校名に用いた大学や専門学校は数多くみ
られるが、それは一般的には、「医療」と「福祉」の二つの分野を
教育・研究対象分野としている、あるいはそれぞれの分野の専門職
養成を行っている、という事業を表わしていることに留まり、「医
療福祉」の概念や理念を明確にしているものは見受けられない。
　本学においては、「医療福祉」は単に「医療」プラス「福祉」と
いう足し算的なとらえ方ではなく、その二つが融合してできた新
しい理念と価値観を表わす言葉である、と考える。
　この理念は、生まれてから生を終えるまで、人の一生を通して
追い求め、持続されるべきものであり、①人間の尊厳の確保を究
極目標とすること、②人を、医学的視点、社会的視点、さらに文
化的視点、という三つの統合的視点に立って理解すること、③こ
の人間観のもとに、誰もが健康・安心・自立を享受できる社会の
実現をめざし実践してくこと、の三つのアプローチで構成される。
　この理念を実現するための人材（医療福祉人）の教育・研究に
関する総合学問が「医療福祉学」であり、その人材を社会に送り
出すことが川崎医療福祉大学の使命である。

川崎医療福祉学会 設立20周年記念

平成25年3月

川崎医療福祉学会

『医療福祉を考える』
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高度救命救急センター

ドクターヘリ出動5000回到達
　今年 5 月 7 日㈫、日本で最初に正式運航を開始した川崎医
科大学附属病院のドクターヘリの出動は5000回に到達し、
8 月 1 日㈭、記念碑の除幕式が行われました。その源流をた
どってみました。※役職名は当時のもの

日本最初の救急医学教室
　川崎医科大学 救急医学教室は、1977年（昭和52年）1 月、
全国で最初の救急医学講座（小濱啓次教授）として誕生した。
診療部門としての救急部は前年76年 4 月の開設で、79年には
岡山県で最初の救命救急センターに、94年からは高度救命救
急センターに指定されている。現教授の鈴木幸一郎先生は、
川崎医科大学附属病院の救急部立ち上げに賛同し、阪大・腫
瘍外科から1976年に着任している。

交通事故死を減らしたい、
県北部からの救急患者を救いたい
　ドクターヘリを世界で最初に導入したのは西ドイツで、アウ
トバーンで急増する交通事故対策として1970年に導入。以
降、交通事故死を著しく減少させていた。その頃、㈳日本交通
科学協議会の富永誠美氏（警察庁初代交通局長）は、いかにす
れば日本の交通事故死を減少させられるかに苦慮していた。
　附属病院では、全国初の救急部を開設したが、救急車の中
で亡くなる患者の多さに驚いていた。県北部からは搬送に 1
時間以上かかり、医師の処置が始まるのは病院に収容されて
からだった。
　1980年 6 月、富永氏は、岡山県警察本部長時代に知遇を
得ていた川﨑祐宣理事長を訪ね、附属病院でドクターヘリを
運航できないかと相談した。同年 9 月、理事長の命を受けた
救命救急センターの小濱啓次部長と富永氏がドイツを視察。
日本の航空機を用いた救急医療体制の著しい遅れを痛感し、
何とかしてこのシステムをわが国にも導入できないかと考えた。

実用化研究
　1981年（昭和56年）から、日本交通科学協議会は実用化に
向けた調査研究を開始。同年10月、川崎医科大学附属病院
で救急搬送テストが行われた。このテストは、附属病院から
35㎞離れた自動車専用道ブルーハイウェイで交通事故が発
生し、ドライバーが車に閉じ込められたとの想定で行われた。

救急車は地元
の邑久消防署
から出動、附
属病院からは
医師が搭乗し
た ヘ リ コ プ
ターが出動し、ともに附属病院へ患者を収容した。結果、医
師による適切な処置を受けるまでの時間は、ヘリコプターの
場合22分20秒、救急車は 1 時間50秒だった。
　その後、87年に附属病院で 1 か月、90年札幌医大で 1 か月、
91年東海大で 2 か月、そして92年に再び附属病院で 6 か月
にわたる実用化研究を実施。ドクターヘリの有効性が実証さ
れたが関係省庁の動きは無かった。

阪神・淡路大震災の教訓
　1995年（平成 7 年）の阪神・淡路大震災（震災当日のヘリ
コプターによる傷病者の搬送はわずか 1 名）の教訓から厚生
省（当時）が平時の救急医療体制へのドクターヘリ導入の検討
を始めた。そして、99年10月 1 日から「ドクターヘリ試行
的事業」が、川崎医科大学附属病院と東海大附属病院で始まっ
た。 1 年半に及ぶ試行を経て、2001年 4 月から日本で最初
の正式運航が川崎医科大学附属病院で始まった。最初の救急
搬送テストが行われてから20年目だった。

ドクターヘリの地域貢献
　◦県内の救急医療体制の中核
　◦へき地・医療過疎地域の救急医療に貢献
　◦災害医療体制の一翼を担う

平成24年度運航状況
　◦要請から離陸までの所要時間：
　　　　　　　5分以内82.3％、10分以内12.9％
　◦出動件数：424件
　　　　　　　�県北部（津山・新見・高梁・真庭・美作消防管轄）

への出動が47.4％
　　　　　　　�県外／広島県16件、愛媛県11件、香川県4件、

兵庫県3件、鳥取県1件

試行的事業で使われていたドクターヘリの一機

8 月 1 日に除幕式が行われた記念碑の碑文
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放射線って怖くないの？：医療での有効活用と環境曝露［全 4回］
　①�アイソトープを利用した病気の診断と治療　 9 月12日㈭
　　曽根照喜（川崎医科大学 放射線医学（核医学）教授）
　②�画像でからだの中を透視する：病気はどこ？　10月 8 日㈫
　　伊東克能（川崎医科大学 放射線医学（画像診断 1 ）教授）
　③放射線と生体 ─ 善と悪　11月26日㈫
　　平塚純一（川崎医科大学 放射線医学（治療）教授）
　④�切らずに治す ─ 放射線画像を利用した癌や血管病変の治療　12月10日㈫
　　三村秀文（川崎医科大学 放射線医学（画像診断 2 ）教授）

親子運動遊び　11月2日㈯
　　秋政邦江（川崎医療短期大学 医療保育科准教授）

フェルメールの贋作事件　11月9日㈯
　　近藤芳朗（川崎医療福祉大学 医療情報学科教授）

倉敷市大学連携講座とは
　倉敷市には、地方都市としては珍しく5 大学・
4 短期大学・ 1 大学校・ 1 大学付置研究所の計
11もの高等教育機関が立地しています。2009
年に地域と大学の連携のための「大学連携推進
会議」が発足し、「倉敷市大学連携講座」などさ
まざまな活動に取り組んでいます。

問合せ先 倉敷市役所 企画経営室

全講座共通
申込必要　対象 一般　参加無料
会場 ライフパーク倉敷

倉敷市大学連携講座　平成25年10月～平成26年2月　本学園の教職員が活躍しています

最強のチーム医療をめざして！

　　  Kawasaki Cup 2013 開催
　「お父さん！お父さん！どうしたの？」、「すいません！
さっき、ごはん食べてからお父さんの様子がおかしいです！」
ナースコールを押した患者家族を演じる医師のこのセリフで
競技がスタート。 8 月10日㈯、川崎医科大学附属病院本館
棟11階東の臨床教育研修センターで、チーム医療の“競技
会”、「Kawasaki Cup 2013」が開催されました。
　患者役は高機能患者シミュレーター（レールダル社製
SimMan 3 G）で、様々な疾患の生体反応（心電図変化、呼

吸変化、瞳孔
反応、発汗な
ど）が忠実に
再現できる最
新機器です。
処置に連動し
て変化する様
子が、リアル
に室内の大型
モニターに映
し 出 さ れ ま
す。夜間の「多

重責務」を想定し、救急対応を行いながら、他病室の患者さ
んや動揺したご家族への対応、外部から来た配達業者への対
応も迫られます。瞬時の判断力と質の高いチーム力が求めら
れます。1 チームの時間は 6 分。迅速かつ適切な医療処置は
当然ながら、チームワークや役割分担、リーダーシップを研
修します。
　病棟単位で医
師 3 名と看護師
3 名 が 1 チ ー
ム。自主参加と
しましたが、多
数のエントリー
があり、時間的
制 約 か ら 今 回
は 7 チ ー ム に
絞っての出場と

なりました。
事前に約 1 か
月間練習を行
いましたが、
練習段階から
医師と看護師
の コ ミ ュ ニ
ケーションが
一層緊密にな
り、救急対応
能力も向上し
て、期待以上の効果が出ています。
　競技の様子が正確に録画・記録できるのもこの機器の特徴
です。録画された映像を見てDebriefing（振り返り）を行い
ました。客観的に評価し、気づき、以降の改善に活用するた
めのもので、シミュレーション教育では、このDebriefingが
本番以上にとても重要です。
　シミュレーション教育は欧米では広く普及しており、川崎
医科大学はハワイ大学医学部のSimTikiセンターと交流して
います。SimTikiセンターは、ピッツバーグ大学と並びシミュ
レーション教育の 2 大先進教育施設で、昨年から附属病院と
附属川崎病院は、医師、看護師を研修に派遣しています。
　今回は、附属病院内からのチームのみで行われましたが、
将来は、他の病院へも呼びかけて、病院対抗とすることも構
想されており、地域医療へも大いに貢献することが期待され
ます。

臨床教育研修センター
　日本最大規模の『病棟演習室』を備えています。スタッフ

ステーション、一般病室仕様の4人室、ICU仕様の2人室、HCU

仕様の個室、陰陽圧室仕様の個室があり、災害時等には実際に

病室として使用することを想定して作られています。医師、看

護師、メディカルスタッフ、学生が充実した研修に参加してい

ます。

容態の変化に対応する競技者たち

各病棟から多数応援にかけつけました

競技の後、録画された映像を見て
　　　　 Debriefing（振り返り）を行う

初企画
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 川崎医科大学附属病院

　　市民公開講座
◆第12回もの忘れフォーラム
平成26年3月8日㈯ 13：00～16：00
会場 くらしき健康福祉プラザ
対象 一般　定員 280名　参加無料　申込必要
問合せ先 ☎086-464-0661 認知症疾患医療センター

　　糖尿病教室
◆第6回 外来糖尿病教室
「糖尿病と運動療法～今からできるエクササイズ～」
9月28日㈯ 13：00～14：00
会場 北館 3 階健康診断センター
対象 当院外来受診者
定員 30名　参加無料　申込必要
問合せ先 �☎086-462-1111（内線23607） 

外来糖尿病教室

 川崎医科大学附属川崎病院

　　市民公開講座
◆第3回「おしっこについて考えてみませんか？」
平成26年2月8日㈯ 14：30～16：30
講師 小澤秀夫（泌尿器科医長）、小出隆生（泌尿器科
医師）、萩原千代子（中央検査部臨床検査技師）　
会場 岡山シンフォニーホール 3階イベントホール
対象 一般　定員 180名　参加無料　申込必要
問合せ先 ☎086-225-2171  庶務係

　　セミナー
◆ヘルスケアセミナー in 川崎病院
第5回�「慢性気管支炎に効果、�

 つらい咳・痰もこれで止まった」�
 11月9日㈯ 14：00～16：00 
 講師 沖本二郎（内科部長）

第6回�「脳梗塞が怖い！心房細動（不整脈）�
 は今すぐ治せ！（仮題）」�
 平成26年3月8日㈯ 14：00～16：00 
 講師 西村 哲（内科医長） 

 会場 東館 9 階会議室　対象 一般 
 定員 30名　参加無料　申込必要　 
 問合せ先 ☎086-225-2171  庶務係

　　その他
◆�せとうちクリニカル・ベストプラクティス・ミーティング
第5回�「肺がんオーダメイド治療新しい分子標的薬」�

 9月28日㈯ 14：00～16：00 
 講師 瀧川奈義夫（内科部長）

第6回�「「形成外科領域褥瘡における最新治療とケア」�
 10月26日㈯ 14：00～16：00 
 講師 山本雅之（形成外科医長）

第7回�「皮膚・排泄ケア�
 胃ろう・褥瘡・ストーマケアの基礎知識」�
 11月30日㈯ 14：00～16：00 
 講師 石橋直大（看護主任）

第8回�「ガンになっても自分らしく生きぬくための緩和ケア」�
 平成26年2月15日㈯ 14：00～16：00 
 講師 山根弘路（内科医長）

第9回�「「呼吸ケアとリハビリテーション」�
 平成26年3月29日㈯ 14：00～16：00 
 講師 （リハビリテーションセンター） 
 会場 東館 9 階会議室　 
 対象 医療・福祉関係者　定員 30名 
 参加無料　申込必要 
 問合せ先 ☎086-225-2133  地域医療連携室

◆連携カンファレンス
第5回�「日帰り静脈瘤治療で足もとスッキリ！！�

 ～下肢静脈瘤レーザー治療の実際～」
9月19日㈭ 19：00～21：00
講師 平林葉子（外科医長）　対象 医師・医療従事者
会場 北館2階ホール
定員 30名　申込必要
問合せ先 ☎086-225-2133 地域医療連携室

 川崎医療福祉大学

　　大学公開講座
◆�「個人の遺伝情報に基づいた医療が始まっている
� 〜遺伝カウンセリングの役割〜」
11月9日㈯ 13：00～15：30

講師 �升野光雄（医療福祉学科教授）、 
山内泰子（医療福祉学科准教授）

会場 講義棟4602教室　対象 一般
参加無料　申込不要
問合せ先 ☎086-464-1021 公開講座係

　　公開セミナー
◆「においと味の不思議」
10月19日㈯ 14：00～15：30
講師 秋定 健（感覚矯正学科教授）
会場 講義棟2601教室
対象 一般、医療従事者、在学生
定員 なし　参加無料　申込不要
問合せ先 ☎086-462-1111（内線54904） 
感覚矯正学科 担当：長江
◆「中高年者のための水中運動」
10月 8 日㈫、15日㈫、22日㈫、29日㈫
10：00～12：00
講師 小野寺 昇（健康体育学科教授）
会場 温水プール　対象 一般
定員 30名　参加費  1 回500円
申込締切 セミナー各日の前日
問合せ先 ☎086-462-1111（内線54531） 
健康体育学科実習室

　　教養講座
◆�「実は…だから…メディカルイラストレーション」
第1回「メディカルイラストレーションとは」
11月13日㈬ 15：00～16：30
第2回�「医師と医師・医師と患者・患者と家族�

 イラストレーションの果たす役割」
11月16日㈯ 10：30～12：00
講師 �レオン佐久間（医療福祉デザイン学科教授）
会場 講義棟4602教室　対象 一般
参加無料　申込不要
問合せ先 ☎086-464-1021 公開講座係

学園祭同時開催はP8参照� 詳細は、各施設のホームページ等でお知らせいたします。公開講座・セミナーのご案内

附属川崎病院

新病院起工式 日程決まる
　川崎医科大学附属川崎病院の新病院建設予定地では、埋蔵
文化財の発掘調査が終了し、学園関係者の皆が待望していた
起工式が、来る 9 月26日㈭午前11時から挙行されます。起
工式には、岡山市長をはじめ多くのご来賓にご臨席いただき、
これから始ま
る新築工事の
安全を祈願す
ることとなっ
ています。今
後は、年内に
工事の着工、
そ し て 平 成
28年 中 の 竣
工を目指して
いきます。

建物概要：
敷 地 面 積 12,089.46㎡ 建築物の高さ 約70ｍ

建 築 面 積 約5,680㎡ 構 造 種 別 RC造＋Ｓ造（免震構造）

延 べ 面 積 約78,900㎡ 地下駐車台数 約280台

階 数 地下2階、地上15階 病 床 数 約700床

新病院イメージ図

新病院建設予定地（現病院屋上より撮影H25.8）
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試 験 区 分 出願期間 試　　験　　日 合格発表 募集人員

川 崎 医 科 大 学

特別推薦入試 11/1～11
一次 11/16㈯ 11/22 中国・四国地域枠  約15名

岡 山 県 地 域 枠  約 5 名二次 11/30㈯ 12/6

一般入試 12/9～H26.1/17
一次 H26.1/25㈯ H26.1/28

約60名
二次 �H26.1/31㈮又は2/1㈯ H26.2/5

大学院 10/4〜17 11/5㈫ 11/21 25名

川崎医療福祉大学

特別入試・社会人特別選抜・帰国生徒特別選抜 10/15～23 11/3㈰ 11/8 196名
推薦入試 11/11～20 12/1㈰ 12/5 170名
一般入試前期 H26.1/6～23 H26.2/1㈯ H26.2/7 279名
一般入試後期 H26.2/21～3/5 H26.3/16㈰ H26.3/20 32名
センター試験利用入試前期 H26.1/6～27

（※1）
H26.2/7 62名

センター試験利用入試後期 H26.2/21～3/10 H26.3/20 33名

大学院入試 修士課程・博士後期課程2期 H26.2/3～10 H26.2/20㈭ H26.2/27 修士26名
博士17名

川崎医療短期大学

AO入試後期 10/1～18 10/27㈰ 11/1 45名
推薦入試（指定校・公募） 11/5～25 12/1㈰ 12/6 107名
一般入試前期 H26.1/7～24 H26.2/2㈰ H26.2/7 130名
一般入試後期Ａ（※2）・後期Ｂ（※3） H26.2/24～3/8 H26.3/17㈪ H26.3/19 31名

川崎医科大学附属高等学校
専願入試 H26.1/6～16 H26.1/19㈰ H26.1/22 約20名
一般入試 H26.2/3～13 H26.2/16㈰ H26.2/19 約15名

川崎リハビリテーション学院
推薦入試（指定校・公募） 11/5～25 12/1㈰ 12/6 17名
社会人入試 11/5～25 12/1㈰ 12/6 16名
一般入試 H26.1/7～24 H26.2/2㈰ H26.2/7 17名

（※ 1）大学入試センター試験のみ利用し、個別学力検査等は課さない。
（※ 2）大学入試センター試験を利用する試験。
（※ 3）本学入試問題による試験。看護科、医療介護福祉科、医療保育科のみ。

平成25年9月現在の情報です。詳細は各施設のホームページをご覧ください。平成26年度 入試情報

脳と言葉［全 3回］　宮﨑泰広（川崎医療福祉大学 感覚矯正学科助教）
　①�脳の働き ─ 言葉を司る左脳 ─　10月11日㈮
　②�失語症の症状 ─ 壊れた脳 ─　10月25日㈮
　③高齢者の言語機能 ─ あれ…あれだよ！─　11月 8 日㈮

iPS細胞の医療応用［全 3回］
　①�iPS細胞を含めた再生医療　10月 7 日㈪　大槻剛巳（川崎医科大学 衛生学教授）
　②�iPS細胞を用いた腸管再生の挑戦　10月21日㈪　吉田篤史（川崎医科大学 小児外科学講師）
　③iPS細胞を用いた眼科領域の再生医療　10月28日㈪　鎌尾浩行（元 川崎医科大学眼科学）

いつまでも動けるからだ作り［全 3回］
　①�腰痛を防ごう　10月 4 日㈮　国安勝司（川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科准教授）
　②�呼吸法で生涯健康　10月18日㈮　千野根勝行（川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科准教授）
　③転倒しないためのからだ作り　11月 1 日㈮
　　　　　　　　　　　　　　　　大坂 裕（川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科助教）

吉備創生カレッジとは
　大学コンソーシアム岡山と山陽新聞社
が平成19年から開講している生涯学習
講座です。大学コンソーシアム岡山加盟
校の大学教員が講師を務め、各大学の特
色を生かした多彩な講座を年間約80講
座開講しています。

問合せ先 �山陽新聞社  
吉備創生カレッジ事務局　

全講座共通
申込必要　対象 一般　受講料 1科目 2,200円
会場 �山陽新聞社 本社ビル 

吉備創生カレッジ さん太キャンパス

大学コンソーシアム岡山 吉備創生カレッジ 平成25年10月～平成26年2月　本学園の教職員が活躍しています

オープンキャンパス
学校説明会（学園祭同時開催はP8参照　　 ）

　7月20日㈯、川崎学園は夜
8時過ぎにスタート。園尾院長
を先頭に、黒、黄、鮮やかな
ハッピ肩脱ぎ姿の162名が
笑顔で楽しく踊りました。今
年は「OH ！代官ばやし踊り
コンテスト」に44団体、約
3,400人が参加する中、参加
8回目にしてついに悲願の初
優勝を果たしました。

第43回倉敷天領夏祭り
OH ! 代官ばやし踊りコンテスト

悲願の初優勝 川崎医療福祉大学
　第5回 平成26年3月21日㈮ ●祝　
　13：00～16：00
　問合せ先☎086-464-1004 入試課

川崎医療短期大学
　第5回 9月22日㈰　13：00～16：00
　問合せ先☎086-464-1033 教務課入試係

川崎医科大学附属高等学校
　学校説明会：本校
　第5回 11月17日㈰　10：00〜12：30
　問合せ先☎086-462-3666 事務室

詳細は各施設のホームページをご覧ください。
上記日程以外で個別に見学等をご希望の方は、
各施設にお問い合わせください。



KAWASAKI  CLUB  NEWS

KAWASAKI
LUBC

KAWASAKI CLUBは、学園の卒業生と退職した職員を対象に、生涯学習・生涯教育の場として発足しました。情報誌として年 2 回「KAWASAKI CLUB 
NEWS」をお届けいたします。KAWASAKI CLUBの運営やKAWASAKI CLUB NEWSへのご要望ご提案をお待ちしています。
住所変更・カード紛失等がございましたら、メールか電話にてお知らせください。
また、「KAWASAKI CLUB NEWS」が届いていない方をご存じでしたら、情報（氏名、住所等）をお寄せください。

☎ 086−464−1546 　  club@med.kawasaki-m.ac.jp 　〒701−0192 岡山県倉敷市松島577（川崎学園内本館棟8階）

医学講演会 12日㈯ 13：30～15：00

「気になる症状は画像でチェックしよう�
� 　─よくわかる画像診断─」
講師 �伊東克能／医科大学放射線医学（画像診断1）

教授・附属病院放射線科（画像診断）部長
　頭痛、咳、腹痛、発熱、倦怠感など、放置してい
ませんか。画像診断は、からだの中を透視して病気
を診断する技術で、痛みをほとんど伴わない安全な
検査法です。気になる症状はぜひ一度、画像でチェッ
クしてみてください。
会場 現代医学教育博物館 3 階講堂
対象 一般　参加無料　申込不要
主催 川崎医科大学附属病院
問合せ先 ☎086-464-1164 病院庶務課

医学展 12日㈯・13日㈰ 10：00～16：00

テーマ「糖尿病」
会場 現代医学教育博物館 2 階大講堂　入場無料
主催 �学園祭実行委員会 

（川崎医科大学・川崎医療短期大学「医学展」担当）

川崎医科大学 12日㈯ 10：00～
　�建学の理念を実現するため、素晴らしい

環境や施設で教育し、国民が求めている
良医を輩出していることを知っていただ
きたいと思います。

　問合せ先 ☎086-464-1012 教務課
川崎医療福祉大学 12日㈯・ 13日㈰ 10：00～14：00
　�学科説明、実習室見学、体験学習、入試相談コーナーなどのイベント

を用意して皆さんのお越しをお待ちしています。
　問合せ先 ☎086-464-1004 入試課
川崎医療短期大学 12日㈯・ 13日㈰ 9：00～15：00
　�学生と教職員が、学科紹介、体験実習、施設見学、進学相談、小論文・

面接へのアドバイスなどを通じて、皆さんの夢実現を応援します。
　問合せ先 ☎086-464-1033 教務課入試係
川崎リハビリテーション学院 12日㈯ 13：00～
　�学生・職員みんなでつくるオープンスクールです。
　学院での学びのエッセンスをぜひ体感してください。
　問合せ先 ☎086-464-1179 事務室

前夜祭、仮装行列、ベッキー♪♯LIVE、
田中圭トークショー、お笑いライブなど
多彩な催しがあります。詳細は、学園祭のホーム

ページをご覧ください。

http://www.kawasaki-m.ac.jp/festival/

イベント情報
公開講座
≪川崎医科大学≫
　「疾病制圧に向けた大学の挑戦」
　　─川崎医科大学特別推進研究成果報告─
13日㈰ �10：00～11：00　 

終了後「研究者と話そう（Meet the Researcher）」
講演1「長寿の源ミトコンドリアが故障するとヒトはがんになりやすくなる」
講演2「抗がん剤の副作用から腎臓を守るために」
講師 日野啓輔（肝胆膵内科学教授）、山辻知樹（総合外科学准教授）
会場 校舎棟9階M-911教室　対象 一般　参加無料　申込不要
問合せ先 ☎086-462-1111㈹ 研究支援係

≪川崎医科大学附属川崎病院≫
　「難聴・耳鳴り・めまいの予防と治療 
　　～小児から高齢者に耳よりなお話～」
12日㈯ 14：30～16：30
講師 �秋定 健（耳鼻咽喉科部長） 

黒住司尾子（リハビリテーションセンター副主任）
会場 岡山県総合福祉会館　対象 一般　定員 330名　参加無料
申込必要　問合せ先 ☎086-225-2171 庶務係

≪川崎医療短期大学≫　＊松丘会ホームカミングデー共催
　「咳にまつわる都市伝説」
12日㈯ 14：00～15：30
講師 宮下修行（附属川崎病院内科副部長）　会場 体育館 102教室
対象 一般、高校生　定員 200名　参加無料　
申込必要　問合せ先 ☎086-464-1032 公開講座係

オープンキャンパス
（申込不要）　

ホームカミングデー
川崎医療福祉大学同窓会 第7回ホームカミングデー
10月12日㈯・13日㈰ 10:00～17:00
厚生棟3階レストラン
川崎医療短期大学同窓会（松丘会） 第2回ホームカミングデー
10月12日㈯ 9：00～16：00　体育館西側

詳細は、各同窓会のホームページをご覧ください。

統一
テーマ

2013.10.12土13日
川崎学園祭第　

39
　回

メッセージ，
東日本大震災当時の様々な想いを大切に持ち続け、その想いを学園祭を通じて、夢、希望、愛、命、和などのメッセージとしてお伝えします。

学園祭
HPへ


